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二
代
目
市
川
團
十
郎
の
日
記
詳
解　

第
五
回

　
　
　
　
　

（
享
保
十
九
〔
一
七
三
四
〕
年
五
月
八
日
〜
十
五
日
）

B
JÖ

R
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*
 

ビ
ュ
ー
ル
ク
・
ト
ー
ヴ
ェ
・
ヨ
ハ
ン
ナ
、
埼
玉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
・
准
教
授

【
要
旨
】
本
稿
で
、
享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
界
で
活
躍
し
た
二
代
目
市
川
團
十
郎
（
元
禄
元
〔
一
六
八
八
〕
年
〜
宝
暦
八
〔
一
七
五
八
〕
年
）
の
日
記
を
詳
し
く
読
解
す
る
。
文

献
が
少
な
い
江
戸
享
保
期
に
お
け
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
二
代
目
團
十
郎
の
日
記
に
は
、
舞
台
制
作
の
詳
細
は
も
と
よ
り

歌
舞
伎
役
者
の
日
常
生
活
が
縷
々
綴
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
読
み
解
く
こ
と
で
、
当
時
の
歌
舞
伎
役
者
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
、
ま
た
歌
舞
伎
界
の
転
換
期
と
さ
れ
る
享
保

期
江
戸
歌
舞
伎
の
実
態
を
解
明
し
て
い
く
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
二
代
目
市
川
團
十
郎
、
歌
舞
伎
、
俳
諧

　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　

享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
界
で
活
躍
し
た
二
代
目
市
川
團
十
郎
（
元

禄
元
〔
一
六
八
八
〕
年
〜
宝
暦
八
〔
一
七
五
八
〕
年
）
が
記
し
た

日
記
に
つ
い
て
注
を
付
し
、
解
説
す
る
。

　

日
記
本
の
成
立
や
特
徴
、
注
釈
書
の
概
要
、
そ
し
て
本
稿
の
意

図
に
つ
い
て
は
「
第
一
回
」
に
詳
述
し
た
。

　

第
一
回
（
享
保
十
八
〔
一
七
三
三
〕
年
十
二
月
～
同
十
九

〔
一
七
三
四
〕
年
一
月
）
（
『
埼
玉
大
学
紀
要　

教
養
学
部
』
第
五
二

巻
第
二
号
）

　

第
二
回
（
享
保
十
九
年
二
月
十
日
〜
三
〇
日
）
（
『
埼
玉
大
学
紀

要　

教
養
学
部
』
第
五
三
巻
第
一
号
）

　

第
三
回
（
享
保
十
九
年
三
月
三
日
〜
十
九
日
）
（
『
埼
玉
大
学
紀

要　

教
養
学
部
』
第
五
三
巻
第
二
号
）

　

第
四
回
（
享
保
十
九
年
四
月
三
日
〜
五
月
五
日
）
（
『
埼
玉
大
学

紀
要　

教
養
学
部
』
第
五
六
巻
第
一
号
）

　
　
　
　
　

凡　
　

例

一
、
日
記
原
文
は
『
資
料
集
成
二
世
市
川
団
十
郎
』
（
和
泉
書
店
、

一
九
八
八
年
刊
）
に
よ
る
。
本
稿
で
は
日
記
原
文
は
ゴ
シ
ッ
ク

体
で
、
注
は
八
ポ
イ
ン
ト
で
記
し
た
。
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二
、
日
記
原
文
冒
頭
の
記
号
▽
○
●
△
▼
は
写
本
を
示
す
。

　
　
　
　
　

写
本
一
覧

▽
「
老
の
た
の
し
み
」

○
「
柿
表
紙
」

●
「
柏
筵
日
記
」

△
「
病
中
日
記
」

▼
「
市
川
團
十
郎
日
記
発
句
集
」

三
、
「
老
の
た
の
し
み
」
「
柿
表
紙
」
「
柏
筵
日
記
」
に
は
注
釈
書
が

あ
る
。
日
記
原
文
の
該
当
字
句
に
対
す
る
注
を
す
べ
て
「
」
で

く
く
っ
て
引
用
し
、
注
釈
書
名
を
略
号
〈　

〉
で
示
し
た
。

　
　
　
　
　

注
釈
書
一
覧

　

岩
本
活
東
子
注
「
老
の
た
の
し
み
抄
」
（
『
燕
石
十
種
』
文
久
元

〔
一
八
六
一
〕
年
編
、
市
島
謙
吉
活
字
編
明
治
三
十
九
年
〔
新
版

中
央
公
論
社
、
一
九
八
〇
年
刊
〕
）
〈
老
岩
〉

　

内
藤
耻
叟
・
小
宮
山
綏
介
注
「
老
の
楽
」（
『
温
知
叢
書
』
博
文
館
、

明
治
二
十
四
年
刊
）
〈
老
内
〉

　

博
文
館
編
輯
局
校
訂
「
老
の
楽
」
（
『
校
訂
俳
優
全
集
』
博
文
館
、

明
治
三
十
四
年
刊
）
〈
老
博
〉

　

郡
司
正
勝
註
「
老
の
た
の
し
み
抄
」
（
『
近
世
芸
道
論
』
日
本
思

想
体
系
〔
六
一
〕
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
刊
）
〈
老
郡
〉

　

伊
原
青
々
園
注
「
柿
表
紙
」
（
『
栢
莚
遺
筆
集
』
、
大
正
六
年
写
、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）
〈
柿
〉

　

伊
原
青
々
園
注
「
栢
莚
日
記
」
（
『
栢
莚
遺
筆
集
』
、
大
正
六
年
写
、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
蔵
）
〈
栢
〉

四
、
引
用
文
の
約
物
は
省
略
し
た
。

五
、
出
典
記
載
の
な
い
役
者
評
判
記
は
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』（
岩

波
書
店
、
一
九
七
二
～
一
九
七
七
年
刊
）
か
ら
引
用
し
た
。

六
、
出
典
記
載
の
な
い
注
は
『
日
本
大
百
科
全
書
』
『
日
本
国
語
大

辞
典
』『
仏
教
語
大
辞
典
』『
日
本
人
名
辞
典
』『
世
界
文
学
大
事
典
』

『
歌
舞
伎
事
典
』
『
国
書
人
名
辞
典
』
を
参
照
し
た
。

七
、
日
記
原
文
の
略
字
・
俗
字
は
正
字
に
正
し
、
注
番
号
は
漢
数

字
を
、
解
説
文
の
注
番
号
は
ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
用
い
た
。

八
、
俳
諧
の
季
語
は
「
季
・
春
」
な
ど
と
表
記
す
る
。

　

本
稿
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｃ
、

課
題
番
号
１
８
Ｋ
０
０
３
１
２
）
の
交
付
を
受
け
て
制
作
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　

【
日
記
詳
解
】

▽
八
日
の
朝　

雲
津
水
国一

病
死　

辞
世
の
由二
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さ
月
来
ぬ
人
も
柳
に
倦
く
頃
そ

　

病
床
よ
り
を
り
手
水
を
遺
ひ
て
書
候
よ
し

一　

雲
津
水
国　

「
三
世
高
井
立
志
の
門
。
俳
人
。
大
門
通
り
花
町
伊
勢
屋
（
釘
銅
商
）

の
二
代
目
、
佐
次
兵
衛
。
三
浦
屋
高
尾
を
請
出
し
、
隠
居
さ
せ
ら
れ
、
剃
髪
し
て
宗
匠
。

三
十
三
歳
で
没
（
江
戸
真
砂
）
」〈
老
郡
〉
。
雲
津
水
国
。
俳
人
。
天
和
二
（
一
六
八
二
）

年
生
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
没
。
通
称
は
佐
次
兵
衛
。
俳
人
貴
志
沾
洲
の
門
人
。

江
戸
大
門
通
り
の
釘
銅
物
商
伊
勢
屋
の
二
代
目
。
三
十
歳
の
こ
ろ
吉
原
三
浦
屋
の
遊
女

高
尾
を
身
請
け
し
て
隠
居
し
、
俳
諧
の
宗
匠
と
な
っ
た
。
郡
司
正
勝
が
注
に
引
用
す

る
『
江
戸
真
砂
』
（
後
出
『
江
戸
真
砂
六
十
帖
』
、
注
二
）
は
正
し
く
は
『
江
戸
真
砂

六
十
帖
広
本
』
（
和
泉
屋
某
著
、
宝
暦
頃
成
立
、『
燕
石
十
種
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、

一
九
七
九
年
収
録
）
で
、
第
八
巻
に
水
国
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
「
大
門
通
り
花
町
伊

勢
屋
佐
次
兵
衛
と
云
、
釘
、
銅
物
商
売
し
て
暮
し
ぬ
、
二
代
目
佐
次
兵
衛
、
幼
少
よ
り
、

手
習
、
学
問
を
好
、
二
十
七
八
歳
の
頃
よ
り
浮
気
に
成
て
、
初
て
よ
り
三
浦
屋
の
高

尾
を
約
束
し
て
一
二
年
逢
ふ
、
大
き
に
金
遣
ひ
せ
し
故
、
一
家
、
伴
頭
打
寄
、
山
伏

井
戸
の
武
士
地
を
借
り
て
、
夫
婦
隠
居
さ
せ
、
店
は
番
頭
持
な
り
」
（
「
大
門
通
り
花

町
伊
勢
屋
何
某
が
事
」
）
。

二　

辞
世
の
由
。
「
辞
世
ノ
ヨ
シ　

江
戸
真
砂
六
十
帖
巻
八
ニ
大
物
通
り
花
町
伊
勢
屋
（
釘

銅
ノ
内
）
二
代
の
佐
次
兵
衛
店
、
三
浦
屋
高
尾
を
買
っ
て
金
を
つ
ツ
む
、
山
犬
井
戸
武

家
地
を
借
り
て
夫
婦
隠
居
を
さ
せ
ら
ん
、
立
志
が
門
人
と
な
り
義
徳
と
立
舞
、
後
に
落

髪
し
て
、
水
国
と
い
ひ
、
い
い
サ
じ
を
言
匠
み
し
が
、
三
十
二
歳
に
て
病
死
す
と
あ
り
、

あ
の
水
国
の
事
す
る
べ
し　

又
曰
雲
津
水
国
ハ
三
世
高
井
立
志
の
弟
子
也
」
〈
柿
〉

三　

柳
に
倦
く　

「
高
安
本
『
倦
し
比
、
と
ぞ
』
」
〈
老
郡
〉
。

　

病
床
に
伏
し
て
い
た
水
国
の
訃
報
と
と
も
に
辞
世
の
句
が
届
け

ら
れ
た
と
い
う
。
追
善
句
集
『
雨
の
を
く
り
』
に
は
「
四
五
日
の

後
月
う
つ
り
な
や
み
甚
し
け
れ
は
其
身
も
た
ゝ
な
ら
す
お
も
ひ
け

る
に
や
三
日
の
巳
の
刻
は
か
り
に
や
う
や
く
起
な
を
り
立
国
に
抱

ら
れ
手
洗
ひ
口
す
ゝ
き
ぬ
婢
を
退
け
庭
の
柳
の
影
ふ
か
き
に
自
ラ

筆
を
と
つ
て
其
い
ふ
こ
と
よ
し
と
や

１

」
と
あ
り
、
自
分
の
死
を
覚

悟
し
た
水
国
が
庭
の
柳
を
見
て
詠
ん
だ
と
い
う
。
春
の
季
語
で
あ

る
柳
も
五
月
に
な
れ
ば
ひ
と
び
と
か
ら
飽
き
ら
れ
て
し
ま
っ
た
だ

ろ
う
。
水
国
は
、
あ
る
い
は
自
身
を
柳
に
た
と
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

 

　
　

図
１　

水
国
（
俳
諧
集
『
た
つ
の
う
ら
』２

）
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１　

丈
国
編
『
雨
の
を
く
り
』
（
享
保
十
九
〔
一
七
三
四
〕
年
頃
『
関
東
俳
諧
叢
書
』
第

一
巻
収
録
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
九
三
年
）
。
追
善
書
『
雨
の
を
く
り
』
は
江
戸
座
の

俳
人
ら
が
水
国
を
思
う
句
を
詠
み
、
合
作
し
た
俳
諧
集
。
そ
の
制
作
に
つ
い
て
五
月

十
日
○
（
第
五
回
）
お
よ
び
五
月
十
四
日
▽
（
第
五
回
）
参
照
。

２　

米
仲
編
『
た
つ
の
う
ら
』
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
九
月
序
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
。

▽
九
日　

辰
松
八
郎
兵
衛一

病
死　

十
日
と
む
ら
ひ

一　

辰
松
八
郎
兵
衛　

「
人
形
遣
い
。
お
や
ま
人
形
の
名
手
。
享
保
の
は
じ
め
江
戸
に
下
り
、

辰
松
座
を
お
こ
す
。
寛
延
三
年
、
六
十
六
歳
で
没
」
〈
老
郡
〉
。
人
形
使
い
。
生
年
未

詳
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
没
。
大
坂
竹
本
座
創
設
時
か
ら
活
躍
。
元
禄
十
六

（
一
七
〇
三
）
年
、
近
松
門
左
衛
門
作
『
曾
根
崎
心
中
』
で
女
性
主
人
公
お
初
の
人
形

を
つ
か
い
評
判
と
な
っ
た
。
宝
永
四
（
一
七
〇
七
）
年
、
豊
竹
若
太
夫
と
豊
竹
座
を
再
興
、

の
ち
江
戸
で
辰
松
座
を
興
し
た
。

　

郡
司
正
勝
は
辰
松
八
郎
兵
衛
の
没
年
を
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）

年
と
す
る
が
、
こ
れ
は
初
代
八
郎
兵
衛
の
弟
、
二
代
目
八
郎
兵
衛

の
没
年
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

▽
十
日　

雨
天
朝　

素
丸一

丈
御
出　

子
息
の
追
善
の
摺
物
御
持
参

一　

素
丸　

「
其
日
庵
三
世　

溝
口
十
太
丈
素
丸
ハ
五
色
墨
の
一
人
」
〈
柿
〉
「
溝
口
素
丸
。

其
日
庵
三
世
。
五
色
墨
の
一
人
。
宝
暦
元
年
没
」
〈
老
郡
〉
。
俳
人
二
代
目
溝
口
素
丸
。

幕
臣
。
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
年
生
、
寛
政
七
（
一
七
九
五
）
年
没
。
吉
田
氏
、
の
ち

溝
口
氏
。
本
姓
源
、
名
勝
政
、
通
称
十
太
夫
。
号
白
芹
・
三
代
目
其
日
庵
等
。
吉
田

梅
庵
郷
直
の
息
子
、
幕
臣
溝
口
忠
勝
の
養
子
。
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
家
を
継

ぎ
、
同
二
十
（
一
七
三
五
）
年
か
ら
小
姓
組
に
列
し
、
元
文
二
（
一
七
三
七
）
年
か

ら
江
戸
城
西
丸
に
勤
仕
。
俳
諧
は
享
保
十
七
、
十
八
年
頃
か
ら
初
代
素
丸
（
可
夕
、
後

出
、
次
項
注
二
）
に
入
門
し
、
延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
頃
、
四
代
目
其
日
庵
と
な
る
。

「
柿
表
紙
」
が
記
す
俳
諧
集
『
五
色
墨
』
（
享
保
十
六
〔
一
七
三
一
〕
年
刊
（
『
中
興
俳

諧
名
家
集
』
収
録
〔
日
本
俳
書
体
系
第
十
巻
、
日
本
国
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
〕

注
釈
も
含
む
）
は
初
代
素
丸
の
著
書
。
長
水
・
素
丸
・
咫
尺
・
蓮
之
・
宗
瑞
ら
、
江

戸
座
の
厳
格
な
様
式
に
反
発
し
た
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

伊
原
青
々
園
と
郡
司
正
勝
が
注
に
い
う
「
其
日
庵
三
世
」
は
初

代
素
丸
（
「
可
夕
」
）
の
こ
と
。
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
素
丸
は
二

代
目
で
、
こ
の
と
き
二
十
一
歳
、
亡
く
し
た
子
は
幼
か
っ
た
だ
ろ
う
。

追
善
の
摺
物
に
つ
い
て
は
未
詳
。
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○
其
朝　

習
魚一

丈
ヨ
リ
文
通　

子
息
可
夕二

丈
画
ノ
扇
子
二
本　

徳

弁三

ノ
方
へ
来
ル

一　

習
魚　

「
類
柑
子
下
巻
の
鳥
合
の
句
三
ア
リ
」
〈
柿
〉
。
生
没
年
未
詳
。
「
類
柑
子
」
と

は
宝
井
其
角
編
俳
諧
集
『
類
柑
子
』（
宝
永
四
〔
一
七
〇
七
〕
年
跋
）
で
、「
闘
鶏
句
合
」

内
に
「
黄
昏
餌
け
ふ
の
手
が
ら
に
宥
し
け
り
」
「
め
つ
た
に
勝
闘
鶏
野
の
筋
と
召
さ
れ

け
り
」「
義
の
端
の
萠
る
思
ひ
を
鶯
よ
り
」「
茶
筅
尾
の
錣
を
た
ゝ
く
い
さ
み
か
な
」「
相

暹
羅
の
勢
を
颷
や
花
曇
リ
」「
撮
距
小
荷
駄
奉
行
の
隠
れ
け
り
」
の
六
句
収
録
（
『
元
禄

名
家
句
選
』
日
本
俳
書
大
系
第
六
巻
、
日
本
国
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
）
。
「
闘
鶏

句
合
」
は
元
禄
十
七
（
一
七
〇
四
）
年
三
月
、
備
中
松
山
藩
藩
主
安
藤
信
友
（
俳
号
冠
里
）

が
江
戸
屋
敷
で
催
し
た
、
闘
鶏
を
テ
ー
マ
と
す
る
句
会
の
作
品
集
（
稲
葉
有
祐
著
『
宝

井
其
角
と
都
会
派
俳
諧
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
八
年
）
。
習
魚
は
こ
こ
で
俳
人
可
夕
（
長

谷
川
馬
光
・
初
代
溝
口
素
丸
）
の
父
と
さ
れ
て
お
り
、
須
田
宗
入
盛
直
あ
る
い
は
養

親
長
谷
川
直
隆
か
。

二　

可
夕　

「
二
世
其
日
庵
素
丸
也
後
ニ
馬
光
と
い
ふ
、
夕
可
庵
と
も
い
ふ
小
十
人
長
谷

川
半
左
衛
門
、
宝
暦
辛
未
五
月
十
日
没
」
〈
柿
〉
。
初
代
溝
口
素
丸
（
長
谷
川
馬
光
）
。

俳
人
・
幕
臣
。
貞
享
二
（
一
六
八
五
）
年
生
、
寛
延
四
・
宝
暦
元
（
一
七
五
一
）
年
没
。

本
姓
藤
原
。
は
じ
め
須
田
氏
、
の
ち
長
谷
川
氏
。
名
直
行
、
通
称
半
左
衛
門
。
号
白

芹
・
馬
光
・
二
代
目
其
日
庵
・
夕
可
庵
等
。
陸
奥
津
軽
藩
医
者
須
田
宗
入
盛
直
の
次
男
、

従
兄
の
幕
臣
長
谷
川
直
隆
の
養
子
。
享
保
十
（
一
七
二
六
）
年
、
小
十
人
組
に
列
す
。

素
堂
に
俳
諧
を
学
び
、
師
の
初
代
其
日
庵
を
継
ぐ
。
江
戸
座
俳
諧
壇
を
批
判
す
る
『
五

色
墨
』
の
著
者
で
、
享
保
二
十
一
（
一
七
三
六
）
年
、
馬
光
と
改
む
。

三　

徳
弁　

三
代
目
市
川
團
十
郎
の
俳
号
。
享
保
十
九
年
二
月
十
八
日
○
（
第
二
回
）
参
照
。

　

習
魚
は
江
戸
座
の
俳
人
の
印
鑑
を
作
っ
て
お
り
、
二
代
目
團
十

郎
も
「
雨
夜
庵
」
な
ど
の
印
鑑
を
習
魚
に
依
頼
し
た

１

。

１　

「
昼
習
魚
丈
へ
石
印
ノ
コ
ト
頼
ム
書
状
遣
ス
」
享
保
十
九
年
八
月
二
十
五
日
○(

未

刊)

、
「
昼
過
頃
習
魚
丈
ヨ
リ
石
章
来
ル　

是
出
増
田
殿
頼
ノ
印
石
也
」
同
年
九
月
三

日
○(

未
刊)

、
「
習
魚
丈
へ
印
石
遣
す
」
同
年
九
月
十
二
日
▽(

未
刊)

、
「
習
魚
子　

湖
十
予
ガ
印
名
遣
ス　

升
五
郎
ガ
冨
士
ノ
印　

人
形
ノ
印
ノ
コ
ト
モ
頼
遣
ス
」
同
年

十
月
十
一
日
○(

未
刊)

。

○
小
田
原
ヨ
リ
清
八一

来
ル

一　

清
八　

小
田
原
回
禄
（
享
保
十
九
年
二
月
晦
日
○
〔
第
二
回
〕
参
照
）
と
関
係
す
る

人
物
か
。

　

二
代
目
團
十
郎
は
享
保
三
（
一
七
一
八
）
年
正
月
、
「
若
緑
勢
曾

我
」
（
森
田
座
）
に
お
い
て
、
初
め
て
外
郎
売
り
を
演
じ
た
。
小
田

原
の
外
郎
売
商
人
虎
屋
藤
右
衛
門
の
名
で
舞
台
に
現
れ
、
外
郎
の

宣
伝
を
セ
リ
フ
に
取
り
入
れ
た
。
「
外
郎
売
り
」
は
二
代
目
團
十
郎

の
物
売
り
を
代
表
と
す
る
芸
と
な
り
、
の
ち
に
歌
舞
伎
十
八
番
に

も
収
め
ら
れ
た
。
二
代
目
團
十
郎
は
小
田
原
の
火
災
に
つ
い
て
の
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連
絡
を
受
け
取
り
（
享
保
十
九
年
二
月
二
十
九
日
○
〔
第
二
回
〕
）
、

温
泉
旅
行
中
に
小
田
原
に
泊
ま
る
（
享
保
十
九
年
四
月
三
日
○
〔
第

四
回
〕
）
な
ど
、
縁
の
あ
る
場
所
だ
っ
た
よ
う
だ
。

○
近
木
権
右
衛
門一

ヨ
リ
松
浦
ク
ジ
ラ二

来
ル

一　

近
木
権
右
衛
門　

「
後
ニ
も
出
ヅ
、
松
浦
候
の
家
来
」
〈
柿
〉
。
松
浦
候
と
は
平
戸
藩

（
現
長
崎
県
）
藩
主
松
浦
篤
信
、
歌
舞
伎
の
常
連
客
で
二
代
目
お
よ
び
三
代
目
團
十
郎

の
贔
屓
。
伊
原
青
々
園
は
近
木
権
右
衛
門
を
後
出
と
す
る
が
、
現
存
す
る
日
記
本
に

は
見
当
た
ら
な
い
。

二　

松
浦
ク
ジ
ラ　

平
戸
藩
松
浦
の
鯨
肉
。
平
戸
藩
は
元
禄
期
か
ら
盛
ん
に
捕
鯨
を
行
い
、

享
保
期
、
藩
内
に
は
中
尾
組
・
土
肥
組
・
益
富
組
な
ど
が
生
月
島
御
崎
浦
、
壱
岐
勝
本
浦
、

瀬
戸
浦
を
中
心
に
捕
鯨
を
行
っ
た
（
末
田
智
樹
著
「
寛
政
前
期
平
戸
藩
領
域
に
お
け
る

捕
鯨
業
の
一
様
相
―
増
冨
大
嶋
組
の
運
上
資
料
か
ら
探
る
」
『
神
奈
川
大
学
国
際
常
民

文
化
研
究
機
構
年
報
』
四
号
、
二
〇
一
二
年
）
。
享
保
七
（
一
七
二
二
）
年
、
捕
鯨
業

者
井
元
弥
七
左
衛
門
ら
か
ら
銀
二
千
百
貫
目
を
受
け
取
る
な
ど
、
捕
鯨
は
当
時
の
平
戸

藩
に
お
け
る
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
（
岩
﨑
義
則
著
「
捕
鯨
業
者
井
元
弥
七
左
衛
門

と
平
戸
藩
：
井
元
家
文
書
の
伝
来
と
そ
の
分
析
」『
史
淵
』
一
四
七
号
、
二
〇
一
〇
年
）
。

　

歌
舞
伎
贔
屓
だ
っ
た
藩
主
松
浦
篤
信
は
二
代
目
團
十
郎
と
親
し

く
交
流
し
て
お
り
、
享
保
十
九
年
八
月
十
五
日
▽
（
未
刊
）
に
も

二
代
目
團
十
郎
に
季
節
の
贈
物
を
し
て
い
る
。

○
椿
昌一

ヨ
リ
伊
物
染
筆二

出
来

一　

椿
昌　

市
村
座
の
脇
作
者
。
「
朝
ノ
内
椿
呂
〈
昌
カ
〉
呼
三
番
メ
詰
書
ク
」
（
享
保

十
九
年
九
月
二
十
一
日
○
（
第
二
回
）
参
照
。

二　

伊
物
染
筆 

未
詳
。
「
伊
物
」
は
伊
勢
物
語
を
示
す
。
『
伊
物
吾
言
抄
』（
都
宮
隆
哲
著
、

元
禄
十
五
年
序
）
の
よ
う
な
『
伊
勢
物
語
』
の
注
釈
書
の
写
本
ま
た
は
絵
か
。

　

当
時
二
代
目
團
十
郎
が
出
演
し
て
い
た
市
村
座
の
立
作
者
津
内

治
兵
衛
（
俳
号
英
子
）
が
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
九
月
二
日
○
、

中
村
座
に
移
籍
し
た
際
、
椿
昌
が
二
代
目
團
十
郎
に
こ
れ
を
報
告

し
た
。
そ
の
後
、
後
任
の
立
作
者
と
し
て
市
村
座
に
着
任
し
た
江

田
弥
市
（
俳
号
冨
百
）
ら
と
と
も
に
十
一
月
上
演
の
顔
見
世
狂
言
「
陸

奥
弓
勢
源
氏
」
制
作
に
携
わ
る
な
ど
し
た

１

。

１　

享
保
十
九
年
十
月
五
日
○
（
未
刊
）
、
拙
著
『
二
代
目
市
川
團
十
郎
の
日
記
に
み
る

享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
』
（
文
学
通
信
、
二
〇
一
九
年
刊
）
参
照
。
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▽
暁
雨一

丈
へ
鱒
を
お
く
る　

其
夜
湖
十
亭二

に
て
湖
萍三

丈
も
よ
ほ
し

半
鱗四

追
善
の
は
い
か
い
予
も
出
座

一　

暁
雨　

「
十
八
大
口
屋
蔵
前
」〈
柿
〉「
浅
草
蔵
前
大
口
次
兵
衛
」〈
老
博
〉
。
「
京
伝
注
『
暁

雨
ハ
浅
草
蔵
前
、
大
口
次
兵
衛
』
。
十
八
大
通
の
一
人
。
札
差
。
助
六
の
モ
デ
ル
と
い
う
」

〈
老
郡
〉
。
大
口
屋
治
（
次
）
兵
衛
は
江
戸
出
身
。
号
は
暁
雨
、
暁
翁
。
江
戸
時
代
中

期
の
豪
商
。
享
保
九
（
一
七
二
四
）
年
に
認
可
さ
れ
た
札
差
株
仲
間
の
起
立
人
の
ひ
と

り
で
、江
戸
の
通
人
「
十
八
大
通
」
の
筆
頭
。
明
和
四(

一
七
六
九)

年
札
差
株
を
売
却
、

以
後
の
動
静
は
不
詳
。

二　

湖
十
亭　

「
湖
十
の
家
。
老
鼠
肝
湖
十
。
其
角
門
人
」
〈
老
郡
〉
。
俳
人
二
代
目
深
川

湖
十
の
屋
敷
は
二
代
目
團
十
郎
邸
に
接
し
て
い
た
（
享
保
十
九
年
二
月
十
日
○
〔
第

二
回
〕
参
照
）
。

三　

湖
萍　

「
高
安
本
『
湖
□
評
点
も
よ
ふ
し
』
」
〈
老
郡
〉
。
俳
人
初
代
深
川
湖
十
。
享
保

十
九
年
二
月
十
日
○
（
第
二
回
）
参
照
。

四　

半
鱗　

俳
人
林
半
鱗
。
生
没
未
詳
。
桑
岡
貞
佐
（
享
保
十
九
年
五
月
十
日
▽
〔
第
五
回
〕

参
照
）
選
『
春
夏
之
賦
』（
正
徳
六
〔
一
七
一
六
〕
年
刊
）
、
水
間
沾
徳
（
寛
文
二
〔
一
六
六
二
〕

年
生
、
享
保
十
一
〔
一
七
二
六
〕
年
没
）
編
『
百
福
寿
』（
享
保
二
〔
一
七
一
七
〕
年
刊
）
、

豊
島
露
月
（
寛
文
七
〔
一
六
六
七
〕
年
生
、
寛
延
四
〔
一
七
五
一
〕
年
没
）
編
『
閏
の
梅
』（
享

保
十
二
〔
一
七
二
七
〕
年
刊
）
、
八
楽
庵
米
仲
（
宝
永
五
〔
一
七
〇
七
〕
年
生
、
明
和

三
〔
一
七
六
六
〕
年
没
）
編
『
か
な
あ
ぶ
ら
』（
享
保
二
十
〔
一
七
三
五
〕
年
九
月
序
）

に
句
を
掲
載
。
『
か
な
あ
ぶ
ら
』
に
は
初
代
深
川
湖
十
（
老
鼠
）
、
二
代
目
深
川
湖
十
、

初
代
素
丸
、
暁
雨
な
ど
、
前
出
五
月
十
日
▽
◯
、
ま
た
後
出
五
月
十
日
▽
に
現
れ
る

俳
人
の
句
も
見
ら
れ
る
。

　

享
保
十
九
年
五
月
八
日
に
雲
津
水
国
が
、
十
日
に
林
半
麟
が
相

次
い
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
深
川
湖
十
を
中
心
に
江
戸
座
の
俳
人

ら
が
、
二
人
を
悼
む
俳
諧
会
を
開
催
し
た
と
い
う
。

　

暁
雨
（
浅
草
蔵
前
の
札
差
大
口
屋
治
兵
衛
）
は
、
二
代
目
團
十

郎
が
「
男
文
字
曾
我
物
語
」
（
寛
延
二
〔
一
七
四
九
〕
年
三
月
、
中

村
座
初
演
）
で
演
じ
た
助
六
の
モ
デ
ル
と
も
い
わ
れ

１

、
こ
の
と
き

の
演
出
は
現
在
も
上
演
さ
れ
る
「
助
六
縁
江
戸
桜

２

」
に
受
け
継
が

れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る

３

。
治
兵
衛
は
江
戸
の
男
伊
達
と
し
て
評

判
が
高
く

４

、
二
代
目
團
十
郎
の
楽
屋
を
訪
れ
る
な
ど

５

、
ふ
た
り
に

は
交
流
が
あ
っ
た
。

　

林
半
鱗
の
作
「
藤
浪
や
鵜
飼
を
語
る
渡
し
守

６

」
「
こ
か
ら
し
や

十
三
重
の
掃
除
番

７

」
「
傘
張
や
風
の
し
か
ら
み
中
も
み
ち

８

」
「
替
籠

に
夢
を
取
ら
れ
て
蔦
紅
葉

９

」
に
は
、
掃
除
番
や
傘
張
な
ど
下
級
武

士
の
職
務
に
関
わ
る
語
句
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
追

善
集
『
か
な
あ
ぶ
ら

10

』
で
は
、
裃
姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

半
麟
は
武
士
で
あ
っ
た
か
。
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図
２　

半
鱗
（
『
か
な
あ
ぶ
ら

11
』
）

１　

筆
者
不
明
『
十
八
代
通
』
弘
化
三
〔
一
八
四
六
〕
年
成
立
。

２　

金
井
三
笑
・
桜
田
治
助
著
、
宝
暦
十
一
年
初
演
。
天
保
初
期
に
成
立
し
た
歌
舞
伎

十
八
番
に
収
録
さ
れ
た
。

３　

渡
辺
保
著
『
江
戸
演
劇
史
』
講
談
社
、
二
〇
〇
九
年
。

４　

馬
場
文
耕
著
『
当
世
武
野
俗
談
』
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
成
立
。
大
内
屋
治
兵
衛

に
つ
い
て
「
生
質
大
丈
夫
に
し
て
、
弱
を
引
立
、
無
法
に
強
き
を
ふ
せ
ぎ
」
と
記
述

し
て
い
る
。

５　

寛
保
元
（
一
七
四
一
）
年
八
月
二
十
七
日
▽(

未
刊)

。

６　

桑
岡
貞
佐
選
『
春
夏
之
賦
』
正
徳
六
（
一
七
一
六
）
年
刊

７　

水
間
沾
徳
『
百
福
寿
』
享
保
二
（
一
七
一
七
）
年
刊

８　

豊
島
露
月
編
『
閏
の
梅
』
享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
刊
。

９　

八
楽
庵
米
仲
編
『
か
な
あ
ぶ
ら
』
（
享
保
二
十
〔
一
七
三
五
〕
年
九
月
序
）
は
享
保

期
末
に
死
去
し
た
俳
人
の
追
善
句
集
。

10　

八
楽
庵
米
仲
編
『
か
な
あ
ぶ
ら
』
享
保
二
十
（
一
七
三
五
）
年
九
月
序
。

11　

香
川
大
学
中
央
図
書
館
神
原
文
庫
蔵
。

○　
　

神
ハ
久
世
町
ハ
ツ
ヾ
キ
ノ
コ
ホ
リ
カ
ナ　
　
　
　

淡
一々

　
　
　
　
　

山
崎二

ニ
テ

　
　
　

菜
ノ
花
ノ
世
界
ニ
ケ
フ
モ
入
日
カ
ナ三　
　
　
　
　
　

同

シ
ラ
ヌ
ヒ四

ノ
ツ
ク
シ五

白
縫
ト
モ　

イ
ニ
シ
ヘ
ツ
ク
シ
ヨ
リ
綿
子六

ヲ
大
内七

へ
上
事
ア
リ　

ヨ
シ
シ
ラ
ヌ
火八

シ
ラ
縫
両
説　

荷
葉
子九

口
語　

右
ハ
淡
々
ガ
連
歌
ニ
ム
カ
ヒ
誹
諧
ヲ
□
メ
ラ
レ
テ　

是

ニ
テ
連
歌
師
ヲ
イ
ヽ
コ
メ
タ
ル
由　

荷
葉
子
ノ
ハ
ナ
シ
也

一　

淡
　々

俳
人
松
木
淡
々
。
享
保
十
九
年
五
月
五
日
○
（
第
四
回
）
参
照
。

二　

山
崎　

京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
の
地
名
か
。
古
来
、
京
都
と
大
阪
を
結
ぶ
交
通
の

要
地
。
他
に
兵
庫
県
な
ど
に
も
山
崎
が
あ
る
。

三　

菜
ノ
花　

松
木
淡
々
編
『
其
角
十
七
回
』
（
享
保
八
〔
一
七
二
三
〕
年
三
月
跋
）
、
松

木
淡
々
編
『
淡
々
発
句
集
』
（
延
享
三
年
刊
）
収
録
。

四　

シ
ラ
ヌ
ヒ　

白
縫
・
不
知
火
（
後
出
、
注
八
参
照
）
。
「
筑
紫
」
の
掛
け
言
葉
。
白
縫

は
筑
紫
の
国
か
ら
献
上
さ
れ
た
防
寒
衣
、
不
知
火
は
筑
紫
の
海
の
上
に
見
え
る
光
。
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五　

ツ
ク
シ　

筑
紫　

九
州
の
古
称
。
九
州
全
体
を
指
す
場
合
、
九
州
の
北
、
肥
の
国
・

豊
国
を
合
わ
せ
た
地
域
を
指
す
場
合
、
筑
前
・
筑
後
を
指
す
場
合
、
筑
前
国
、
も
し

く
は
大
宰
府
を
指
す
場
合
な
ど
が
あ
る
。

六　

綿
子　

真
綿
で
作
っ
た
防
寒
衣
、
季
・
冬
。

七　

大
内　

皇
居
の
異
称
。
内
裏
、
禁
中
、
宮
中
、
大
内
山
。

八　

シ
ラ
ヌ
火　

不
知
火
。
九
州
の
八
代
海
や
有
明
海
に
夜
半
点
々
と
見
ら
れ
る
怪
火
。

季
・
秋
。

九　

荷
葉
子　

享
保
十
九
年
五
月
一
日
○
（
第
四
回
）
参
照
。

　

荷
葉
子
は
、
淡
々
の
俳
諧
「
神
ハ
久
世
」
と
「
菜
ノ
花
の
」
の

二
句
が
連
歌
よ
り
上
出
来
で
あ
る
と
し
た
か
。
初
代
湖
十
邸
で
開

催
さ
れ
た
半
麟
の
追
善
会

１

で
荷
葉
子
が
語
る
「
シ
ラ
ヌ
イ
」
や
淡
々

の
作
風
を
記
し
た
。

１　

享
保
十
年
五
月
十
日
▽
（
第
五
回
）
参
照
。

○
十
日　

一
番
目一

仕
舞
居
風
呂
へ
入
居
侯
所
へ
其
ワ
キ
ニ
テ　

片

岡
丹
右
衛
門
吉
左
衛
門二

ト
ハ
ナ
シ　

予
是
ヲ
聞
直
シ　

書
付
置

物
也　

丹
右
衛
門
子
供
ノ
時
金
剛
太
夫三

客
也　

金
剛
太
夫
丹
右

衛
門
へ
ハ
ナ
シ
ノ
ヨ
シ　

ジ
ヤ

〈
上
？
〉
四

　

ウ
サ
テ
御
能
被
遊
時
御
装
束

メ
サ
レ
床
几五

ニ
御
カ
丶
リ
被
成
候
所
ニ
笛
ヒ
シ
ギ六

侯
ト
ブ
ル
ブ

ル
御
フ
ル
へ
被
成
候　

ア
ナ
タ
サ
ヘ
芸
ハ
御
大
切
ニ
御
心
ガ
ケ

被
成
侯
間　

イ
ワ
ン
ヤ
世
ノ
常
ノ
人
イ
サ
丶
カ
モ
ゲ
イ
ヲ
バ
大

事
ニ
可
為
事
也　

我
等
御
相
手
ニ
出
ツ
ト
見
申
候
事
ト
カ
ノ
金

剛
太
夫
物
語
ノ
ヨ
シ
也　

左七

御
ナ
グ
サ
ミ
ノ
御
能
也　

ソ
レ
ニ

サ
へ

一　

一
番
目　

当
時
市
村
座
で
上
演
し
て
い
た
「
八
棟
菖
源
氏
」
の
第
一
場
。

二　

片
岡
丹
右
衛
門
吉
左
衛
門　

両
者
未
詳
。
丹
右
衛
門
は
能
を
稽
古
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
か
ら
武
士
で
あ
っ
た
か
。

三　

金
剛
太
夫　

北(

喜
多)

七
太
夫
。
江
戸
初
期
の
能
役
者
。
文
禄
五
（
一
五
八
五
）

年
か
ら
正
保
四
（
一
六
四
七
）
年
に
か
け
て
出
演
（
片
桐
登
著
「
北
七
太
夫
考
：
金

剛
大
夫
に
っ
た
時
期
を
中
心
に
」
『
日
本
文
学
誌
要
』
十
五
号
、
一
九
六
六
年
）
。
こ

の
と
き
丹
右
衛
門
は
す
で
に
年
配
だ
っ
た
か
。

四　

ジ
ヤ　

「
ジ
ヤ
ウ
○
○
○
上
カ
浮
字
と
な
る
べ
し
」
〈
柿
〉
。
伊
原
青
々
園
は
原
本
に

欠
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
三
文
字
を
本
文
の
右
側
の
振
り
仮
名
「
シ
ヤ
ウ
」
と
し
て

い
る
。

五　

床
几　

室
内
で
臨
時
に
着
席
す
る
際
に
用
い
る
腰
掛
け
の
一
種
。
脚
を
打
違
い
に
組

み
尻
の
当
た
る
部
分
に
革
を
張
り
、
携
帯
に
便
利
な
よ
う
に
作
っ
た
も
の
。
能
の
囃

し
方
が
使
う
も
の
。

六　

ヒ
シ
ギ　

日
吉
・
日
布
。
笛
の
音
名
。
笛
特
有
の
音
。
笛
の
楽
句
（
『
新
版
能
・
狂

言
事
典
』
）
。
こ
こ
で
笛
を
吹
き
鳴
ら
す
（
拉
ぐ
）
の
意
味
か
。

七　

左　

右
か
。
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市
村
座
「
八
棟
菖
源
氏
」
の
第
一
場
出
演
後
、
二
代
目
團
十
郎

が
銭
湯
で
聞
い
た
片
岡
丹
右
衛
門
と
吉
右
衛
門
の
話
を
書
き
記
し

て
い
る
。
丹
右
衛
門
が
幼
い
頃
、
屋
敷
に
能
役
者
金
剛
太
夫
が
招

か
れ
た
。
装
束
を
付
け
て
舞
台
に
出
る
と
き
、
丹
右
衛
門
は
日
頃

か
ら
稽
古
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
笛
を
吹
い
た
が
、
緊
張
か
ら
か
身

体
が
震
え
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
見
た
金
剛
太
夫
は
、
幼
い
丹
右

衛
門
さ
え
か
く
も
芸
を
大
切
す
る
の
だ
か
ら
、
ひ
と
び
と
は
み
な
、

さ
ら
に
芸
事
を
大
切
に
し
た
方
が
い
い
と
語
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

は
能
の
話
だ
が
、
二
代
目
團
十
郎
は
自
身
の
芸
に
引
き
つ
け
て
い

る
。

◯
一
峯
池
道
行
雲一

年
六
十
八
歲
翁
書

　
　
　

同
一
行
物二

　
　
　

山
花
笑三

野
烏
語四

一　

一
峯
池
道
雲　

池
永
道
雲
。
書
家
・
篆
刻
家
。
寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
生
、
元
文

二
（
一
七
三
七
）
年
没
。
本
姓
は
新
山
。
名
は
栄
春
。
通
称
は
有
右
衛
門
。
号
に
一
峰
な
ど
。

初
期
江
戸
派
の
ひ
と
り
で
、
著
作
に
印
譜
『
一
刀
万
象
』『
異
文
合
愛
』『
享
保
印
譜
』
な
ど
。

 　

図
３　

印
「
一
峯
池
道
雲
」
（
『
一
刀
万
象
』
収
録
、
国
会
図
書
館
蔵
）

二　

一
行
物　

文
字
を
一
行
に
書
い
た
墨
蹟
。

三　

笑　

「
花
が
開
く
」
の
意
（
『
新
選
漢
和
辞
典
』
）
。
山
の
花
が
咲
く
。

四　

語　

「
鳥
や
け
も
の
な
ど
が
鳴
く
」
の
意
（
『
新
選
漢
和
辞
典
』
）
。

　

「
山
に
花
が
咲
き
、
野
原
に
烏
が
鳴
く
」
と
描
写
す
る

書
家
池
永
道
雲
の
書
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。

▽
漸
之一

は
小
野
寺
幸
右
衛
門　

貞
佐二

物
語　

放
水三

は
岡
野
金
右
衛

門
九
十
郎
事　

右
は
貞
佐
門
人
の
由　

子
葉四

は
少
い
く
ひ五

に
て
い

も
顔六

也　

は
せ
を
翁七

は
う
す
い
も
あ
り　

其
角八

や
嵐
雪九

所
へ
い
く
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ぞ
や
と
云　

あ
い
さ
つ
し
つ
か
成
り　

し
ゆ
し
や
う十

成
翁
也　

花

見
車十

一

は　

轍
士十

二

作　

鷺
水十

三

手
伝
と
貞
佐
物
語　

半
鱗十

四

追
善
会
の
夜

也一　

漸
之　

「
以
下
、
放
水
、
子
葉
、
み
な
赤
穂
義
士
の
俳
名
」〈
老
郡
〉
。
小
野
寺
幸
右
衛
門
。

延
宝
四
（
一
六
七
六
）
年
生
、
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
没
。
赤
穂
四
十
七
士
の

ひ
と
り
。
名
は
秀
富
。
変
名
は
仙
北
又
介
。
赤
穂
浪
士
大
高
源
吾
（
子
葉
、
後
出
注
四
）

の
弟
。
元
禄
十
五
（
一
七
〇
二
）
年
、
養
父
小
野
寺
十
内
と
と
も
に
吉
良
邸
へ
の
討

ち
入
り
に
参
加
。

二　

貞
佐　

「
其
角
門
人
桑
岡
貞
佐
」
〈
柿
〉
「
桑
岡
貞
佐
。
其
角
門
」
〈
老
郡
〉
。
俳
人
桑

岡
貞
佐
。
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
生
、
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
没
。
江
戸
出
身
。

名
は
永
房
。
通
称
は
平
三
郎
。
宝
井
其
角
門
人
、
大
高
源
吾
ら
と
ま
じ
わ
る
。
編
著
『
そ

の
は
し
ら
』
な
ど
。

三　

放
水　

岡
野
金
右
衛
門
。
延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
生
、
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
没
。

赤
穂
藩
士
四
十
七
士
の
ひ
と
り
。
名
は
包
秀
。
十
文
字
槍
を
よ
く
つ
か
い
、
俳
諧
に

も
す
ぐ
れ
た
。
主
君
浅
野
長
矩
の
仇
を
討
ち
、
松
平
家
に
あ
ず
け
ら
れ
た
。

四　

子
葉　

「
活
東
子
云
子
葉　

大
高
源
吾
」〈
老
内
〉
。
大
高
源
吾
。
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）

年
生
、
元
禄
十
六
（
一
七
〇
三
）
年
没
。
赤
穂
四
十
七
士
の
ひ
と
り
。
名
は
忠
雄
。
中

小
姓
、
膳
番
元
、
金
奉
行
、
腰
物
方
を
兼
ね
た
。
藩
主
浅
野
長
矩
の
死
後
、
江
戸
に
出
て
、

脇
屋
新
兵
衛
と
変
名
し
、
吉
良
義
央
邸
を
さ
ぐ
っ
た
。
著
書
に
『
丁
丑
紀
行
』
な
ど
。

五　

い
く
ひ　

猪
首
。
イ
ノ
シ
シ
の
よ
う
に
太
く
て
短
い
首
。
太
く
短
い
首
の
人
。

六　

い
も
顔　

「
い
も
が
さ
の
顔
。
ホ
ウ
ソ
ウ
の
跡
の
あ
る
顔
」
〈
老
郡
〉

七　

は
せ
を
翁　

「
芭
蕉
。
松
尾
氏
。
俳
聖
。
元
禄
七
年
、
五
十
一
歳
で
没
」
〈
老
郡
〉
。

俳
人
松
尾
芭
蕉
。
正
保
元
（
一
六
四
四
）
年
生
、
元
禄
七
（
一
六
九
四
）
年
没
。
伊

賀(

現
三
重
県)

出
身
。
名
は
宗
房
、
通
称
は
忠
右
衛
門
。
別
号
に
桃
青
・
花
桃
園
な
ど
。

京
都
で
北
村
季
吟
に
学
び
、
江
戸
に
出
て
宗
匠
と
な
る
と
、
深
川
に
芭
蕉
庵
を
結
ぶ
。

俳
諧
紀
行
文
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
『
笈
の
小
文
』
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
な
ど
、
句
集
『
冬

の
日
』
『
猿
蓑
』
（
没
後
刊
）
な
ど
。

八　

其
角　

俳
人
宝
井
其
角
。
享
保
十
九
年
五
月
一
日
▽
（
第
四
回
）
参
照
。

九　

嵐
雪　

「
服
部
氏
。
雪
中
庵
。
其
角
と
な
ら
ん
で
芭
蕉
の
高
弟
。
宝
永
四
年
、

五
十
四
歳
で
没
」
〈
老
郡
〉
。
俳
人
服
部
嵐
雪
。
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
生
、
宝
永

四
（
一
七
〇
七
）
年
没
。
通
称
彦
兵
衛
、
別
号
嵐
亭
治
助
・
雪
中
庵
・
寒
寥
堂
・
玄

峯
堂
な
ど
。
は
じ
め
新
庄
隠
岐
守
に
出
仕
、
以
後
転
々
と
諸
侯
に
仕
え
た
が
延
宝
頃
、

芭
蕉
に
入
門
。
元
禄
三
（
一
六
九
〇
）
年
に
は
武
士
を
廃
し
て
職
業
俳
人
と
な
り
、
其

角
と
並
ぶ
江
戸
蕉
門
の
中
心
と
な
る
。
後
年
禅
に
帰
依
し
て
剃
髪
し
、
不
白
玄
峯
居

士
と
号
し
た
。
編
著
に
『
其
袋
』
、
句
集
に
『
玄
峯
集
』
な
ど
。

十　

し
ゆ
し
や
う　

「
殊
勝
」
〈
柿
〉
「
殊
勝
」
〈
老
郡
〉
。

十
一　

花
見
車　

「
花
見
車
四
巻　

元
禄
十
五
年
跋
」
〈
柿
〉
「
四
巻
。
俳
諧
評
判
記
。
轍

士
著
。
元
禄
十
五
年
刊
」〈
老
郡
〉
。
高
島
轍
士
（
後
出
、
注
十
二
）
著
『
花
見
車
』（
元

祿
十
五
〔
一
七
〇
二
〕
年
刊
、
四
冊
）
は
、
三
都
お
よ
び
諸
国
の
点
者
ら
二
百
余
名
を

遊
女
に
見
立
て
、
遊
里
語
で
論
評
。
暴
露
的
売
名
的
な
こ
と
か
ら
、
俳
人
北
条
団
水
（
寛

文
三
〔
一
六
六
三
〕
年
生
、
宝
永
八
〔
一
七
一
一
〕
年
）
か
ら
反
駁
書
『
鳴
弦
之
書
』

が
出
さ
れ
た
。

十
二　

轍
士　

「
俳
人
。
宝
永
四
年
没
」
〈
老
郡
〉
。
俳
人
高
島
轍
士
、
生
年
未
詳
、
宝
永

四
（
一
七
〇
七
）
年
没
。
大
坂
の
人
。
宗
因
門
。
西
鶴
・
団
水
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
。

ま
た
芭
蕉
を
敬
慕
し
、
し
ば
し
ば
諸
国
を
行
脚
、
そ
の
成
果
を
撰
集
と
し
て
上
梓
し
た
。

十
三　

鷺
水　

「
タ
シ
カ　

立
團
門
下
青
木
鷺
水
」
〈
柿
〉
「
青
木
鷺
水
。
立
團
門
の
俳
人
。

享
保
十
八
年
没
」〈
老
郡
〉
。
青
木
鷺
水
。
浮
世
草
子
作
者
、
俳
人
。
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）

生
、
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
没
。
通
称
次
右
衛
門
。
号
に
白
梅
園
・
梅
園
散
人
・
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歌
仙
堂
な
ど
。
京
都
御
幸
町
通
二
条
上
ル
町
に
住
み
、
元
禄
年
間
、
信
徳
門
（
一
説
に

立
團
門
）
俳
諧
・
雑
俳
の
点
者
と
し
て
活
躍
。
著
書
に
浮
世
草
子
『
御
伽
百
物
語
』
な
ど
。

十
四　

半
鱗　

享
保
十
九
年
五
月
十
日
▽
（
第
五
回
）
参
照
。

　

林
半
麟
追
善
の
夜
、
桑
岡
貞
佐
が
語
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
書
き

留
め
て
い
る
。
赤
穂
浪
士
の
漸
之
（
小
野
寺
幸
右
衛
門
）
と
放
水
（
岡

野
金
右
衛
門
）
は
と
も
に
貞
佐
の
門
人
。
子
葉
（
大
高
源
吾
）
は
首

が
短
く
顔
に
疱
瘡
の
痕
が
あ
り
、
芭
蕉
も
疱
瘡
の
小
さ
な
痕
が
あ
っ

た
。
其
角
は
嵐
雪
の
と
こ
ろ
に
行
く
際
あ
い
さ
つ
を
し
て
殊
勝
だ
っ

た
。
俳
諧
評
判
記
『
花
見
車
』
は
轍
士
が
書
き
、
鷺
水
も
手
伝
っ

た
と
い
う
。
こ
う
し
た
逸
話
を
書
き
留
め
る
と
は
、
二
代
目
團
十

郎
は
俳
諧
に
並
々
な
ら
ぬ
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

○
十
日
ニ
龍
水一

丈
迄
遣
ス

　
　
　
　
　

水
国二

追
悼　

苑
水三	

　
　
　

水
ノ
キ
レ
ル
夏
ト
オ
モ
ヱ
ド
是
ハ
又四

〔　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一　

龍
水　

「
茶
屋
カ
裏
の
人
カ
」
「
勝
間
龍
水
ハ
新
和
泉
町
ノ
家
主
役
、
か
つ
手
習
指
南
、

慾
な
る
奇
行
、
武
野
俗
談
に
し
る
す
」
〈
柿
〉
。
勝
間
竜
（
龍
）
水
。
書
家
。
元
禄
十

（
一
六
九
七
）
年
生
、
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
没
。
池
永
道
雲
（
一
峯
池
道
雲
、
享

保
十
九
年
五
月
十
日
○
〔
第
五
回
〕
参
照
）
に
ま
な
び
、
篆
刻
に
も
す
ぐ
れ
た
。
（
『
新

選
漢
和
辞
典
』
）
。
「
新
和
泉
町
に
家
主
役
を
し
て
、
手
習
指
南
し
て
、
筆
名
勝
間
竜
水

と
て
、
御
府
内
に
名
高
き
者
あ
り
、
市
川
三
升
（
三
代
目
團
十
郎
）
も
渠
が
門
弟
な

り
」（
馬
場
文
耕
著
『
当
世
武
野
俗
談
』
宝
暦
七
〔
一
七
五
七
〕
年
成
立
、『
燕
石
十
種
』

第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
収
録
）
。

二　

水
国　

俳
人
雲
津
水
国
。
享
保
十
九
年
五
月
八
日
▽
（
第
五
回
）
参
照
。

三　

苑
水　

庭
の
水
。

四　

水
ノ
キ
レ
ル　

水
国
追
善
書
『
雨
の
を
く
り
』（
享
保
十
九
年
五
月
八
日
▽
〔
第
五
回
〕

参
照
）
に
収
録
。

　　

題
「
苑
水
」
は
水
国
の
名
に
因
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
水
国
の
辞

世
句
に
詠
ま
れ
た
庭
の
柳

１

に
対
し
て
、
水
国
本
人
は
夏
の
日
、
枯

れ
て
い
く
庭
の
水
の
よ
う
に
世
か
ら
去
っ
て
し
ま
っ
た
残
念
な
気

持
ち
を
詠
ん
で
い
る
。
「
是
ハ
又
」
と
い
う
表
現
は
「
是
は
ま
た
残

念
だ
」
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
句
お
よ
び
次
項
の
「
又
ノ
夏
」
は
と
も
に
湖
十
邸
で
開
催

さ
れ
た
句
会
で
詠
ま
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
ど
ち
ら
も
題

に
水
に
関
す
る
語
句
が
選
ば
れ
た
か
。

　

本
句
は
水
国
追
善
と
し
て
詠
ま
れ
て
お
り
、
半
麟
子
息
追
善
の

句
と
す
る
「
栢
莚
日
記
」
▼
の
注
は
誤
り
だ
ろ
う
。

　

１　

享
保
十
九
年
五
月
八
日
▽
（
第
五
回
）
参
照

▼
に
は
五
月
十
三
日
半
麟
子
身

ま
か
り
子
息
へ
追
善
の
句
と
前
書
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○
十
三
日
ニ
遣
ス

　
　
　
　
　

荷
葉
子一

へ
餞
別　

活
水二

　
　
　

又
ノ
夏
江
戸
へ
車
ヤ
水
ノ
淀三　

一　

荷
葉
子　

未
詳
。
享
保
十
九
年
五
月
一
日
○
（
第
四
回
）
参
照
。

二　

活
水　

よ
ど
む
こ
と
な
く
流
れ
動
い
て
い
る
水
。

三　

水
ノ
淀　

淀
水
。
ヨ
ド
ミ
ズ
。
よ
ど
ん
で
流
れ
な
い
水
。

　

荷
葉
子
へ
の
餞
別
句
の
題
「
活
水
」
は
前
項
の
「
苑
水
」
を
踏

ま
え
た
も
の
。
前
者
は
水
が
消
え
る
が
後
者
が
移
動
し
、
流
れ
る

さ
ま
を
詠
ん
で
い
る
か
。
水
国
の
追
善
句
の
「
是
ハ
又
」
を
受
け

て
「
又
の
夏
」
と
い
い
、
荷
葉
子
に
来
年
の
夏
に
戻
っ
て
ほ
し
い

気
持
ち
を
詠
ん
で
い
る
か
。

○
十
三
日　

庄
介一

楽
ヤ
へ
来
リ　

三
右
衛
門二

コ
ト
云
分　

病
気
快

気
ニ
付
近
日
舞
台三

ヘ
出
ス
ハ
ヅ　

三
右
衛
門
ト
女
房
ガ
文
ノ
云
分

　

其
文
ヲ
モ
見
ス
ル　

其
日
大
坂
キ
ウ
ト
ク四

へ
書
状
出
ス

一　

庄
介　

「
庄
介
ハ
表
方
な
る
べ
し　

後
ニ
出
」
〈
柿
〉
。
江
村
庄
介
、
市
村
座
の
金
主
。

馬
場
文
耕
著
『
当
世
武
野
俗
談
』
（
宝
暦
七
〔
一
七
五
七
〕
年
成
立
）
に
詳
し
い
。
享

保
十
九
年
十
月
六
日
○
（
未
刊
）
参
照
。

二　

三
右
衛
門　

立
役
者
三
代
目
嵐
三
右
衛
門
。
享
保
十
九
年
正
月
六
日
▽
（
第
一
回
）

参
照
。

三　

舞
台　

享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
年
五
月
市
村
座
公
演
「
八
棟
菖
源
氏
」
。

四　

キ
ウ
ト
ク　

俳
人
椎
本
才
麿
。
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
生
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）

没
。
谷
氏
。
通
称
八
郎
右
衛
門
。
初
号
則
武
。
別
号
西
丸
・
才
丸
・
旧
徳
・
松
笠
軒
・

一
切
経
堂
・
特
小
僧
・
春
理
斎
・
狂
六
堂
。
宇
陀
藩
家
老
佐
々
木
主
水
の
養
子
と
な
っ

た
が
故
あ
っ
て
浪
人
し
、
一
時
仏
門
に
帰
す
。
俳
諧
は
は
じ
め
西
武
門
の
ち
伊
原
西

鶴
門
。
延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
、
東
下
し
て
江
戸
の
俳
壇
談
林
と
接
触
し
、
俳
壇

の
驍
将
と
し
て
小
西
来
山
と
並
ん
で
活
躍
し
た
。
処
女
撰
集
『
坂
東
太
郎
』
（
延
宝
八

〔
一
七
八
〇
〕
年
）
（
『
国
史
大
辞
典
』
）
。

　　

伊
原
青
々
園
は
「
庄
介
ハ
表
方
な
る
べ
し
」
と
し
て
庄
介
を
木

戸
番
な
ど
担
当
す
る
表
方
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
金
主
江
村
庄
介

だ
ろ
う

１

。
三
月
か
ら
舞
台
を
病
欠
し
て
い
る
三
代
目
嵐
三
右
衛
門

の
舞
台
復
帰
を
懇
願
す
る
手
紙
を
持
参
し
た
と
い
う

２

。

　

旧
徳
（
椎
本
才
麿
）
は
初
代
團
十
郎
の
俳
諧
の
師
。
二
代
目
團

十
郎
は
才
麿
か
ら
「
才
」
の
文
字
を
借
り
て
、
俳
号
才
牛
を
名
乗
っ

た
。

１　

拙
著
『
二
代
目
市
川
團
十
郎
の
日
記
に
み
る
享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
』
（
文
学
通
信
、

二
〇
一
九
年
刊)

参
照
。
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２　

享
保
十
九
年
三
月
十
一
日
○
（
第
三
回
）
参
照
。

▽
十
四
日　

笠
翁一

よ
り
返
事
来
る
是
も
七
十
余
也　

貞
佐二

物
語

　

水
国三

去
る
頃　

其
角四

の
発
句
有　

文
台五

を
も
と
め　

出
所
不
知

よ
し　

其
本
と
を
貞
佐
知
れ
り
と　

豆
人六

所
持
の
文
台
の
由　

豆
人
は
今
上
方
に
あ
り　

発
句
は

　
　
　
　

つ
の
も
し七

の
伊
勢
の

　

水
国
た
し
か
川
田
屋
に
て
も
と
め
た
る
よ
し　

是
は
里
郷八

は
な

し
一　

笠
翁　

「
小
川
破
笠
」
〈
柿
〉
。
「
小
川
破
笠
。
の
ち
笠
翁
。
蕉
門
の
俳
人
で
、
画
を
英

一
蝶
に
学
び
、
蒔
絵
・
象
眼
を
よ
く
す
る
。
栢
莚
の
雅
友
。
津
軽
侯
に
使
え
る
。
延

享
四
年
、
八
十
五
歳
で
没
」〈
老
郡
〉
。
小
川
破
笠
。
俳
人
、
蒔
絵
師
。
寛
文
三
（
一
六
六
三
）

年
生
、
延
享
四
（
一
七
四
七
）
年
没
。
伊
勢(

現
三
重
県)

出
身
。
名
は
観
。
字
は
尚
行
。

通
称
は
平
助
。
別
号
に
宗
宇(

羽)
 

・
笠
翁
・
卯
観
子
・
夢
中
庵
。
江
戸
で
俳
諧
を
福

田
露
言
、
松
尾
芭
蕉
に
学
ぶ
。
画
は
英
一
蝶
の
門
下
と
も
。
漆
芸
に
秀
で
、
漆
器
に
貝
、

鉛
、
牙
角
、
堆
朱
、
陶
片
な
ど
を
嵌
入
し
た
破
笠
細
工
と
よ
ば
れ
る
独
特
の
蒔
絵
を
作
っ

た
。

二　

貞
佐　

俳
人
桑
岡
貞
佐
。
享
保
十
九
年
五
月
十
日
▽
（
第
五
回
）
参
照
。

三　

水
国　

俳
人
雲
津
水
国
。
享
保
十
九
年
五
月
八
日
▽
（
第
五
回
）
参
照
。

四　

其
角　

俳
人
宝
井
其
角
。
享
保
十
九
年
五
月
十
日
▽
（
第
五
回
）
参
照
。

五　

文
台　

「
此
カ
文
台
は
後
に
栢
莚
所
持　

類
焼
後
新
宅
祝
の
百
韻
ニ
用
ひ
し
す
別
記

あ
り
」
〈
柿
〉
「
の
ち
に
栢
莚
の
所
持
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
」
〈
老
郡
〉
。

六　

豆
人　

未
詳
。

七　

つ
の
も
し　

「
牛
の
角
文
字
」
の
略
。
平
仮
名
の
「
い
」
の
字
。

八　

伊
勢
の　

「
野
飼
の
花
す
ゝ
き
」
〈
柿
〉
「
落
字
あ
る
べ
し
」
〈
老
博
〉
「
活
東
子
云
伊

勢
云
々
下
文
落
字
あ
り
又
里
郷
の
郷
一
本
に
江
と
あ
り
」
〈
老
内
〉
「
津
の
も
じ
の
…

其
角
の
句
『
角
文
字
や
伊
勢
の
野
飼
の
花
す
ゝ
き
』
」〈
老
郡
〉
。
こ
の
句
は
嵐
雪
編
『
其

袋
』
（
元
禄
三
〔
一
六
九
〇
〕
年
刊
）
に
収
録
、
詞
書
で
其
角
が
伊
勢
に
旅
し
た
と
き

に
詠
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
「
野
飼
」
は
、
こ
こ
で
は
野
生
の
芒
か
。

十　

里
郷　

「
後
ニ
出
」
〈
柿
〉
「
市
村
座
の
支
配
人
か
」
〈
老
郡
〉
。
享
保
十
九
年
九
月
四

日
○
（
未
刊
）
参
照
。

　

水
国
は
晩
年
、
其
角
の
句
「
角
文
字
や
伊
勢
の
野
飼
の
花
す
ゝ

き
１

」
が
書
か
れ
た
文
台
を
入
手
し
た
。
角
文
字
は
平
仮
名
の
「
い
」

の
意
で
、
こ
こ
で
は
伊
勢
の
「
い
」
に
掛
け
て
い
る
か
。
其
角
の

旅
中
に
見
て
い
る
秋
の
景
色
を
詠
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。

　

文
台
は
上
方
に
い
る
豆
人
が
所
持
し
て
い
た
が
、
後
に
二
代
目

團
十
郎
が
入
手
し
、
愛
蔵
し
て
い
た

２

。

１　

嵐
雪
編
『
其
袋
』
（
元
禄
三
〔
一
六
九
〇
〕
年
刊
）
収
録
。

２　

「
文
台
は
黒
塗
に
て
蒔
絵
薄
に
月　

其
角
自
画
讃
也　

〔
角
文
字
や
伊
勢
の
野
飼
の
花

薄
〕
」
（
池
須
賀
散
人
著
『
市
川
栢
筵
舎
事
録
』
明
和
六
〔
一
七
六
九
〕
年
序
、
『
資
料

集
成
二
世
市
川
團
十
郎
』
収
録
、
和
泉
書
院
、
一
九
八
八
年
刊
）
。
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○
夜　

大
久一

来
ル　

今
日
湯
治
ヨ
リ
帰
リ
タ
ル
由　

大
山二

へ
参
詣

ノ
者　

カ
ナ
ラ
ズ
ミ
ノ
ゲ三

越
ス
へ
カ
ラ
ズ　

モ
シ
カ
ラ
身
カ
チ

ニ
テ
行
ン
者
ハ
各
別
也　

駕
籠
ニ
テ
行
者
カ
ナ
ラ
ズ
無
用
ナ
ル

ヨ
シ　

モ
ト
ヨ
リ
ア
シ
ヨ
ハ
ナ
レ　

ケ
ツ
シ
テ
ト
ヲ
ル
マ
ジ
キ

山
路
也
ト　

是
曾
我
ノ
中
村四

へ
カ
ヽ
ル
道
也　

湯
治
ナ
ド
ヨ
リ

モ
ド
リ
ニ
カ
ヽ
ル
道
歟　

信
州
浅
間五

モ
カ
ナ
ラ
ズ
心
ス
ベ
キ
山

也　

新
車六

モ
コ
リ
ハ
テ
タ
ル
ヨ
シ
物
ガ
タ
リ　

予　

善
光
寺七

参

詣
ノ
時
道
々
聞　

ク
ツ
カ
ケ八

ト
ヤ
ラ
ニ
テ
所
ノ
者
ニ
聞
ニ　

麓

ノ
者
サ
へ
ト
ヾ
メ
タ
リ　

下
カ
ゲ
森
ノ
宿九

ニ
テ　

八
十
計
ノ
老

人　

是
モ
参
詣
ヲ
ト
ヾ
メ
タ
リ　

必
心
得
ヘ
キ
コ
ト
也

一　

大
久　

「
大
黒
屋
久
左
衛
門
カ
茶
屋
の
主
人
な
ら
ん　

又
々
按
明
和
五
年
、
男
色
三

の
朝
に
大
黒
屋
久
左
衛
門
、
堺
町
楽
屋
新
道
に
あ
り
『
い
け
す
』
と
□
書
す　

料
理

屋
カ
」
〈
柿
〉
。
芝
居
町
の
案
内
書
『
男
色
細
見
三
の
朝
』
（
風
来
山
人
著
、
明
和
五

〔
一
七
六
八
〕
年
刊
、
伊
原
青
々
園
編
『
歌
舞
伎
年
表
』
収
録
）
に
は
「
大
黒
屋
久
兵

衛　

い
け
す
」
が
あ
る
が
、
堺
町
楽
屋
新
道
で
は
な
く
西
江
六
軒
町
に
位
置
す
る
。
こ

の
案
内
書
は
日
記
記
述
よ
り
三
十
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
住
所
も
名
前
も
違
う

の
で
、
大
久
は
青
々
園
が
い
う
大
黒
屋
久
左
衛
門
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
大
黒
屋
久
兵
衛

は
芝
居
茶
屋
大
黒
屋
久
兵
衛
の
亭
主
で
、
二
代
目
團
十
郎
一
家
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ

た
（
享
保
十
九
年
正
月
二
十
七
日
▽
〔
第
一
回
〕
お
よ
び
拙
著
『
二
代
目
市
川
團
十

郎
の
日
記
に
み
る
享
保
期
江
戸
歌
舞
伎
』
〔
文
学
通
信
、
二
〇
一
九
年
刊
〕
参
照
）
。

二　

大
山　

神
奈
川
県
中
部
に
あ
る
山
。
標
高
一
二
五
二
メ
ー
ト
ル
。
古
来
、
修
験
道
場

と
し
て
知
ら
れ
、
頂
上
に
雨
乞
い
の
神
の
阿
夫
利
神
社
、
中
腹
に
は
大
山
寺
が
あ
る
。

雨
降
山
。
阿
夫
利
山
。

三　

ミ
ノ
ゲ　

大
山
蓑
毛
越
（
現
神
奈
川
県
秦
野
市
蓑
毛
）
。

四　

曾
我
ノ
中
村　

下
曾
我
村
（
現
神
奈
川
県
小
田
原
市
東
部
）
。

五　

信
州
浅
間　

浅
間
山
。
長
野
・
群
馬
県
境
に
位
置
す
る
活
火
山
。
標
高
二
五
六
八
メ
ー

ト
ル
。

六　

新
車　

「
市
川
門
之
助
」
〈
柿
〉
。
初
代
市
川
門
之
助
の
俳
号
。
元
禄
四
（
一
六
九
一
）

年
生
、
享
保
十
四
（
一
七
二
九
）
年
没
。
二
代
目
團
十
郎
の
門
人
。
長
之
助
、
弁
次

郎
を
経
て
門
之
助
を
名
乗
る
。
若
衆
方
と
し
て
知
ら
れ
る
。

七　

善
光
寺　

長
野
県
長
野
市
に
あ
る
定
額
山
善
光
寺
。
「
信
濃
善
光
寺
」
と
も
い
う
。

近
世
以
来
、
天
台
宗
大
勧
進
と
浄
土
宗
大
本
願
が
共
同
で
住
職
を
務
め
る
。
創
建
年

不
詳
だ
が
、
平
安
時
代
後
期
の
文
献
に
名
が
見
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
「
一
生
に

一
度
は
善
光
寺
参
り
」
と
い
わ
れ
た
阿
弥
陀
信
仰
の
霊
場
で
、
現
在
も
多
く
の
参
拝

客
が
集
ま
る
。

八　

ク
ツ
カ
ケ　

「
沓
掛
」
〈
柿
〉
。
長
野
県
東
部
、
軽
井
沢
町
中
軽
井
沢
の
旧
称
。
か
つ

て
は
中
山
道
の
軽
井
沢
と
追
分
の
間
に
あ
っ
た
宿
駅
。
浅
間
三
宿
の
ひ
と
つ
。

九　

森
ノ
宿　

未
詳
。
山
小
屋
か
。

　　

二
代
目
團
十
郎
は
登
山
や
温
泉
旅
行
を
好
ん
だ

１

。
ま
た
、
八
十

歳
の
老
人
に
つ
い
て
記
す
。
二
代
目
團
十
郎
は
長
寿
老
人
と
出
会

い
に
つ
い
て
の
記
述
が
多
く
、
養
生
に
対
し
て
高
い
意
識
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
。
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１　

享
保
十
九
年
四
月
四
日
○
（
第
四
回
）
に
は
山
梨
県
身
延
山
へ
旅
し
た
。

◯
十
五
日
朝　

素
丸一

丈
ヨ
リ
手
紙　

十
九
日
廿
日
ノ
内
見
物
無
心　

則
廿
日
ト
返
事
ス　

十
九
日
ハ
習
魚二

丈
見
物 

十
六
日
ハ
前
川
玄

智三

老
見
物　

寿
キ
人
ホ
ド
メ
テ
度
ハ
ナ
シ　

ヨ
リ
テ
水
国四

ヲ
オ

シ
ム　

昨
十
四
日　

龍
水五

子
ヨ
リ　

水
国
終
焉
記六

ヲ
モ
ラ
フ

　

死
生
命
ア
リ　

玄
智
ハ
八
十
余　

習
魚
丈
ハ
七
十
余
八
十
ニ
チ

カ
シ　

予
モ
長
寿
ノ
工
夫
ノ
ミ

一　

素
丸　

俳
人
二
代
目
溝
口
素
丸
。
享
保
十
九
年
五
月
十
日
○
（
第
五
回
）
参
照
。

二　

習
魚　

俳
人
。
俳
人
初
代
溝
口
素
丸
（
可
夕
、
長
谷
川
馬
光
）
の
父
、
享
保
十
九
年

五
月
十
日
○
（
第
五
回
）
参
照
。

三　

前
川
玄
智　

未
詳
。

四　

水
国　

俳
人
雲
津
水
国
。
享
保
十
九
年
五
月
八
日
▽
（
第
五
回
）
参
照
。

五　

龍
水　

俳
人
勝
間
龍
水
。
享
保
十
九
年
五
月
十
日
○
（
第
五
回
）
参
照
。

六　

水
国
終
焉
記　

水
国
追
善
書
『
雨
の
を
く
り
』
の
序
文
。
享
保
十
九
年
五
月
八
日
▽

（
第
五
回
）
参
照
。

　

二
代
目
素
丸
か
ら
歌
舞
伎
の
招
待
を
求
め
ら
れ
、
二
十
日
に
招

待
す
る
と
し
た
。
十
九
日
は
初
代
素
丸
の
父
習
魚
を
、
十
六
日
に

は
前
川
玄
智
を
招
待
し
た
と
い
う
。

　

前
日
、
水
国
の
追
善
句
集
が
届
け
ら
れ
た
。
二
代
目
團
十
郎
は

ひ
と
の
生
き
死
に
に
つ
い
て
考
え
た
だ
ろ
う
。
前
川
玄
智
が
八
十

歳
過
ぎ
、
習
魚
も
八
十
歳
に
近
い
と
し
て
、
こ
こ
で
も
二
代
目
團

十
郎
は
長
生
き
を
心
掛
け
る
と
す
る
。

　
　
　
　
　

*

　
　
　
　

*

　
　
　
　

*

　
　
　
　

　

享
保
十
九
年
五
月
八
日
か
ら
十
五
日
の
日
記
に
は
、
知
人
の
死
や

別
離
の
記
述
が
多
く
、
俳
人
や
俳
諧
に
関
係
す
る
逸
話
を
多
く
書

き
留
め
て
い
た
。
ま
た
自
ら
の
長
寿
を
願
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
二
代
目
團
十
郎
は
日
頃
か
ら
俳
諧
と
養
生
に
強
い
関
心
を
持
っ

て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
能
の
話
も
書
き
留
め
る
な
ど
、

五
十
歳
目
前
の
二
代
目
團
十
郎
が
歌
舞
伎
に
対
し
て
も
ひ
た
む
き

に
取
り
組
む
姿
が
窺
え
た
。


